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食蓮星の質量及び光度
　力線光度の観測されて居る48個の食連星について種々のデータを一括し
多少の統計的研究を加へて近着のAstronomica】Journel（No．889）にD．　B．
McぬUghlin　の論文が護表された．彼も云って居る様に，これによって在
來の一・meの概念が確められナこ以外には別に珍しい結果を劇ナたミ云ふので
はないが，今では殆んさ確定の丁丁εして一一41t！に認められて居るEddillgtQn
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の質量光度丹果に反封の結論を述べて居る．
　48個の中28個は二期のスペルが測定され，他の三個は自韓敷果が観測さ
れて居る．之を第一表に集め，一つのスペクトルより観測されて居らぬも
0）を第二表に載せて居る，併し主星の光度1bεVeloclty　amplitudeの比
K！／K：2の知れたものSの間の關係から推して，後者（スペクトルが一つだ
けより観測されて居ぬもの）の質量比をも評慣して居る．結局質量の計算
されナこ41個の中38個は大きさ及び密度が知れて居るのでこれらに蓋しては
眞光度及びHypothetical　parallaxが計算されて居る．
　Russelの岡を書いて見るご扇星の方はキレイに分布よれて居るが亘星の
方では“　later　”のタイプを全く亡いて居る・
　光度ε質量よりグラフを書けばEddingto11の關係からの外れは意外に大
きい．之は到底牛径や温度の誤差ミしては論明できない程大きいから重ん
さ質：量は有心温度ε光度ミの一一・as的の直心ミは云はれないのではないか・
この結論は亦質量：ε密度εの丁丁が理論より予見されるものεはかなりに
違って居るNS云ふ見地からも主張さttてある。
　　　　セフエイド攣光星の廻期とスペクトラムと虫封光度の間の冠婚
　最近米國のH．N．　Russell教授は」二の題目に上する理論的研究を獲表し
た．其の大要は次の如くである．
　若しも，週期的憂光星の中間全光度が，観測に依って確められtt『質量
光度』の南画から結果するものであるε假侵し，爾ほ，点る一定の型の愛
光ミ言ふものが何かあ．る種の力立的振動に依って起るものε假定するなら
ば，週期ミ光度ミの間に一一つの關係があるミ言ふ事は過期ミスペク5ル型
の間にも一つの關係があるε言ふ事を要求する．そして其の逆も亦成立す
る．普通のセブエイド攣光星に就て言へば，亭均のスペクトルが週期ε共
に攣るε言ふ観測毒断實は『週期一光度曲線』から計算した攣化ε非常によ
くPt致する．若し叉長週期の攣光星の国光現象も亦力闘的振動から起るも
のであるならば，週期ε密度εの間の關係は大剛セフエイド攣光星の場含
ミ同じでなければならない。星團型の墜光星に關しては，一定の密度に相
當する週期はセフエ4ドの富合よりも短くなければならない．而してこの
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力學的システムの性質はむしろ特異的なのにちがいない．
　『週期一光度曲線』が示すよりも絶封光度が弱いやうな週期的攣光星は，
若し其の攣光原因が力學的振動に基因するものであるならば，同じ週期の
セフエイド攣光星よりもより赤色でなければならない．然しかくの如き種
類の星は銀河内の星には知られてみない．
　詳細は原論文（Astrophysical　Journal　I　927九月）を見られよ・
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O岡山支部十二月通信
　L六吋反射望蓮鏡　新入會員工學士坂
本墾四郎或苦心の六吋反射望四鏡見事に
出來上つ7こので，春季例會1：IIこれによ
って観望する豫定である・
o倉敷天女憂通信
　L第二十四回公開日　十二月十七口午
後：七時から開會・下華箋講演の後・若干の
天禮た観望した・
　『銀河の話』水野主事，昨年十二月から
連勢講演中の『毎月の天』に一一通り終つナこ
のでその結論tして，銀河が述べられた
のであろ・昭和三年には「太陽系」が連懐
講演の題目であろ・
　2・山本博士の來倉　十二月十五日午前
五畔三十分金星の掩蔽槻測の爲め山本博
士が、夜行で來倉されずこが，生憎’雲に邪；
魔されて，襯測が出來なかったが，五分
間程し7；ら，空が霧れて金星の星くに一
11、03736が現にれ》（居ナニのが槻ヘナこ・山本
博＝ヒに直ちに録洛されナこ・
〇十月峯観人
　一日　北海道室蘭尋常高等小白歯訓導
　　大和田甚助氏，
　三日　上騒騒金岡村助役飛岡銀太鄭氏
　　外五十名・子爵米田政賢・
　四日　赤磐郡大田村青年團長寺見秀夫
　　氏外六名・岡山市外語長瀬壮年會岸
　　本三鄭氏外ご十七名・
　五日　徳島縣立別業補習學佼教具養戊
　　所教論小泉松五郎氏外十七名・
　七口　岡山縣實業補習學校教諭橋本又
　　一廓氏外二十名・
　九日　御津郡北長瀬壮年會難波密夫氏
　　外四獣・
　十二日　翼庭郡農會技手妹尾傳氏外九
　　名・苫田郡紳庭村眞木猫好氏外十八
　　名・眞庭郡久世町編島早治氏外論名
